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　このたび新校舎「創発棟」が完成いたしました。本
建物は創立周年記念事業の大宮キャンパス再整備
計画「O-CAMP　」の一環で建設したものです。
同プロジェクトでは、次世代の理工系人材の育成を担
う新たな「グリーンキャンパス」の創生を目指してお
り、さまざまな取り組みを進めています。
　本学は社会変化に対応できる人材育成に向けて教育
改革に取り組んできました。そのうち本キャンパスに
拠点を置くシステム理工学部では、さらなる分野横断
型の学びを推進するため、本年度より学科制を課程制
に移行しました。改組によって、これまでの５学科か
ら新たに５課程コースを設置しています。従来の学
びに加えて、年に政府が示した特定成長分野「デ
ジタル」「グリーン」「ウェルビーイング」の拡充を
図っています。その中核を担う研究施設が本建物です。
　地上７階建ての建物は、スポーツ工学・医工学・化
学系・情報系・環境系の研究施設や体育館、ｅ－スポー
ツスタジオ、ラーニングコモンズなどの教育研究施設
を配置しました。４～６階の研究室は、実験室とセッ
トで設置したり、共同研究がしやすいようにガラス張
りやオープンラボ形式を採用したりするなど、研究用
途に合わせた設えとなっています。１階のスポーツ・
交流・健康ゾーンには、フィットネスジムや地域住民
の皆さまも利用できる「地域健康増進センター（仮称）」
などがあります。地域健康増進センターでは地域住民
の健康増進やスポーツを通じた地域活性化に取り組ん
でいきます。また動作解析器をはじめとした、スポー
ツ工学・医工学の最新機器を整備し、特定成長分野で
あるウェルビーイングの研究に力を入れています。
　地域に開かれた施設として、「産学官連携コーナー」
も本学豊洲キャンパスの「BOiCE：ベイエリア・オー
プンイノベーションセンター」に続いて開設しました。
その名称を「G・CHOiCE：Green & Clean Healthcar
e Open Innovation Center」と名付けました。行政、
産業界、学外研究者が訪れ、大学と協働して新たな価
値を創出します。その横には多様な学修スタイルを支
える「ラーニングコモンズ」があり、学生のうちから社
会貢献について意識できる交流空間に仕上げました。
本学には元々実際の地域社会の課題を解決する必修授
業があり、それらを支える拠点としての機能も果たし
ます。
　新たに誕生した「創発棟」が本学の分野横断の学び
を支え、地域に開かれたキャンパスの象徴となること
を期待しています。

■工事名称：（仮称）芝浦工業大学　大宮キャンパス　新施設整備事業
■計　画　地：埼玉県さいたま市見沼区深作
■発　注　者：学校法人芝浦工業大学
■基本設計①　実施設計監修：株式会社安井建築設計事務所
■基本設計②　実施設計：KAJIMA DESIGN
■施　工　者：鹿島建設株式会社
■用　　途：教育施設（校舎、体育館）
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造一部Ｓ造
■階　　数：地上７階
■工　　期：年３月～年月

　写真撮影：川澄・小林研二写真事務所

ラーニングコモンズ

体育館

鹿島建設株式会社　関東支店
（仮称）芝浦工業大学キャンパス新施設整備事業

工事事務所所長　野田　修司
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　キャンパス最奥部に、新たな建物が完成しました。キャンパスの中央を貫
く校内通路である「スパイン」を延伸し、その終端に．ｍの無柱空間を持
つラウンジ型共用スペースを計画、南側立面には象徴的なゲート状のデザイ
ンを採用しました。建物内スパイン空間の中央に３層吹き抜けの大階段を配
置し、学生交流を促すとともに自然換気を活用した快適な室内環境を実現し
ています。
　環境配慮も徹底され、屋上全面に太陽光発電パネルを敷設、Low-eガラス、
高効率空調、井水熱源ヒートポンプユニットなど最新技術を導入することで、
Nearly ZEBを達成予定です。また、自家発電設備（時間）を設置、災害
時には体育館等で大学利用者、近隣住民支援を行う計画としています。
　環境配慮と地域貢献を両立する大学の先進的な取り組みを象徴する建築と
して、創発棟が新たなキャンパスのシンボルとなることを期待しています。

　KAJIMA DESIGN　建築設計統括グループ（教育文化）　竹本正之
（基本設計②　実施設計）

　芝浦工業大学は年の創立周年に向けて、大宮キャンパスの再整備
を行っており、その一環である新校舎は年から当社による基本設計がス
タートしました。最先端の研究と多様な交流が融合し、新たなアイデアやイ
ノベーションを生み出す場づくりを目指して、関係者とさまざまな議論を重
ねてきました。
　「デジタル・グリーン・Well-being」を拡充する研究施設、新体育館、ｅ‐
スポーツスタジオ、ラーニングコモンズなどの教育研究施設だけでなく、
「地域健康増進センター」や「産学官連携コーナー」など、地域と連携する
拠点も計画しました。
　大宮キャンパスでは、さらにカフェテリアやエントランスの整備を予定し
ており、新時代にふさわしい、地域に開かれた「グリーンキャンパス」の実
現を目指しています。

　株式会社安井建築設計事務所　東京事務所設計部　部長　山野信彦
（基本設計①　実施設計監修）


